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公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
人
権
セ
ン
タ
ー

特
別
賛
助
費
制
度
会
員

〈
内
容
〉公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
人

権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
の
解
決

に
向
け
て
の
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、
ご
賛
同
・
ご
協
力
い
た
だ
け

る
賛
助
会
員
を
募
集
し
ま
す
。　

〈
種
別
〉
ア
．
特
別
賛
助
費　

１

口
１
万
５
千
円
（
年
額
）、
イ
．
協

力
賛
助
費
１
口
３
千
円
（
年
額
）

　
〈
会
員
特
典
〉
①
月
刊
誌
「
じ

ん
け
ん
」
を
毎
月
１
部
送
付
し
ま

す
。　

②
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ス
ク
ー

ル
「
人
権
の
友
」
を
優
先
的
に
受

講
（
受
講
料
割
引
）
で
き
ま
す
。　

③
特
別
賛
助
会
員
に
は
、
ご
希
望

に
よ
り
月
刊
誌
「
じ
ん
け
ん
」
に

広
告
を
掲
載
し
ま
す
。　
〈
賛
助
費

の
用
途
〉　

賛
助
費
に
よ
り
、
月

刊
誌
「
じ
ん
け
ん
」
の
出
版
や
エ

キ
ス
パ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
「
人
権
の

友
」の
開
校
、人
権
に
関
す
る
資
料

（
伝
統
文
化
、
産
業
、
労
働
）
の
収

集
・
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は

人
権
政
策
課
、
支
所
、

各
出
張
所
な
ど
に
置
い
て
あ
る
募

集
要
項
（
申
込
書
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
先
〉公
益
財

団
法
人
滋
賀
県
人
権
セ
ン
タ
ー
総

務
企
画
担
当
☎
０
７
７-

５
２
２

-

８
２
４
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
２-

８
２
８
９
番

再
就
職
・
就
業
支
援

シ
ニ
ア
対
象
「
講
習
会
」

〈
内
容
〉左
表
の
と
お
り　
〈
対
象
〉

滋
賀
県
在
住
で
、
講
習
に
係
る
就

業
を
希
望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

求
職
登
録
を
し
て
い
る
55
歳
以

上
の
人　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
〒

５
２
０-

０
０
５
４　

大
津
市
逢
坂

１-

１-

１
） 

☎
０
７
７-

５
２
５-

４
１
２
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
７-

９
４
９
０
番　

※
近
く

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
か
郵
送
。「
求
職
登
録
番
号
」

を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
後
、
受
講
者
選
考
面
接
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

市
立
病
院　

糖
尿
病
教
室
（
前
期
）

〈
内
容
〉
糖
尿
病
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
は
、
治
療
効
果
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。　
〈
テ

ー
マ
・
講
師
〉
①
変
わ
り
ま
す
！

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
臨
床
検
査
科
の
検
査

技
師
）
②
夏
を
楽
し
む
！
上
手
な

食
べ
方
（
栄
養
治
療
室
の
管
理
栄
養

士
）
③
糖
尿
病
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
～

た
こ
・
魚
の
目
を
中
心
に
～
（
皮

膚
科
の
医
師
）
④
楽
し
く
運
動
を

す
す
め
る
コ
ツ
!!
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
の
理
学
療
法
士
）　 

〈
場

所
〉
市
立
病
院
３
階　

講
堂
（
八

第
15
回
記
念
ひ
こ
ね
市
民
手
づ

く
り
演
奏
会　

合
唱
団
員

〈
内
容
〉
ひ
こ
ね
市
民
手
づ
く
り

演
奏
会
は
、
今
年
で
15
回
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
記
念
公
演
と
し
て
、

東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
を
今
後
も
忘
れ
な

い
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し
ま
す
。
合
唱

組
曲
「
土
の
歌
」
の
第
７
楽
章

「
大
地
讃さ

ん

頌し
ょ
う
」の
み
の
参
加
も
で
き

ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
演
奏
会
日
時
〉
12
月
16
日
㈰　

午
後
２
時
開
演　
〈
演
奏
会
場
所
〉

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ　

グ
ラ
ン

ド
ホ
ー
ル
（
野
瀬
町
）　
〈
プ
ロ
グ

ラ
ム
〉
第
１
部  
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

交
響
曲
第
７
番
、
第
２
部　

合
唱

組
曲
「
土
の
歌
」
全
曲
（
第
１
～

７
楽
章
）、
指
揮　

井
村
誠ま

さ

貴き

さ
ん
、

管
弦
楽　

ひ
こ
ね
第
九
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
合
唱  

ひ
こ
ね
第
九
合
唱

団　
〈
練
習
曲
目
〉右
記
第
２
部
の

合
唱
組
曲
「
土
の
歌
」　
〈
練
習
日

時
〉
９
月
２
日
㈰
か
ら
毎
週

日
曜
日
（
一
部
休
日
を
利
用
予
定
）

午
後
６
時
30
分
～
同
９
時　
〈
練

習
場
所
〉
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

内　
〈
合
唱
指
導
〉
清
原
浩ひ

ろ

斗と

さ

ん(

月
１
回
の
予
定)

、
磨と

ぎ

谷や

真
理

さ
ん
、
北
村
則
子
さ
ん
、
佐
々
木

開ひ
ろ

基き

さ
ん
、
飯い

い

川か
わ

弓
恵
さ
ん(

ピ

ア
ノ)　

  

〈
参 

加 

費
〉
一
般
５
千

円
、
大
学
生
２
、
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
２
千
円
、「
大
地
讃
頌
」

の
み
千
円
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
ひ
こ
ね
市
民
手
づ
く
り
第
九

演
奏
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ひ

こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
内
）
☎
26-

８

６
０
１
番
、  

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

８
６
０

２
番  

※
直
接
窓
口
で
申
込
手
続

き
と
参
加
費
を
お
支
払
い
い
た
だ

く
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
申
込
を
し

て
郵
便
局
で
参
加
費
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。【
郵
便
局
で
払
込
】ひ

こ
ね
市
民
手
づ
く
り
第
九
演
奏
会

実
行
委
員
会
記
号
１
４
６
８
０　

番
号
１
３
１
５
０
３
６
１

ジ
ュ
ニ
ア
歴
史
テ
ナ
ラ
イ
塾

２
０
１
２

〈
内
容
〉「
ど
う
や
っ
て
歴
史
を
勉

強
す
る
の
」「
歴
史
を
勉
強
す
る
楽

し
さ
っ
て
何
だ
ろ
う
」「
今
の
彦
根

と
昔
の
彦
根
は
ど
う
つ
な
が
っ
て

い
る
の
」。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

も
交
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

歴
史
を
学
ぶ
、
全
12
回
の
子
ど
も

向
け
歴
史
講
座
で
す
。　
〈
講
座

日
程
〉
▼
ア
プ
ロ
ー
チ
講
座
①
６

月
30
日
㈯　
「
歴
史
を
学
ぶ
楽
し

さ
、
面
白
さ
！
」　

講
師　

 
久
保

田
重し

げ

幸ゆ
き

さ
ん(

稲
枝
中
学
校
教
諭)
、

▼
ア
プ
ロ
ー
チ
講
座
②
７
月
７
日

㈯　
「
今
に
つ
な
が
る
彦
根
の
歴

史
」　

講
師　

小
林
隆(

市
史
編

さ
ん
室)

、
▼
戦
国
時
代
講
座
①
７

月
29
日
㈰　
「
な
ぜ
近
江
を
制
す

る
の
？
」　

講
師　

 

小
和
田
哲
男

さ
ん(

静
岡
大
学
名
誉
教
授)

ほ
か
、

▼
戦
国
時
代
講
座
②
８
月
４
日
㈯

「
石
田
三
成
」　

講
師　

太
田
浩
司

さ
ん(

長
浜
城
歴
史
博
物
館
学
芸

員)

、田
附
清す

が

子こ

さ
ん(

「
佐
和
山
城

研
究
会
」
代
表)

、
▼
戦
国
時
代
講

座
③
８
月
12
日
㈰　
「
佐
和
山
登

山
」　

講
師　

中
井
均ひ

と
しさ
ん(

滋
賀

県
立
大
学
准
教
授)

、
田
附
清
子
さ

ん　
〈
場
所
〉ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ

ザ
（
野
瀬
町
）、
佐
和
山
ほ
か
〈
対

象
〉
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

〈
定
員
〉
50
人
（
先
着
順
）　
〈
受
講

料
〉
各
回
３
０
０
円　

※
受
講
料

は
、
講
座
当
日
、
来
館
時
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。　
〈
そ
の
他
〉後

半
の
日
程
は
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ

ラ
ザ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
後
日

発
表
し
ま
す
。　
〈
申
込
開
始
日
〉

５
月
12
日
㈯　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
チ

ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
☎
27-

５
２
０

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

８
６
０
２
番

※
電
話
か
直
接
窓
口
へ

坂
町
）　
〈
日
時
〉
６
月
15
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
同
４
時
30
分

〈
定
員
〉
１
０
０
人
程
度  　
〈
問

い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
市
立
病
院
外

来
１
ブ
ロ
ッ
ク
☎
22-

６
０
５
０

番
（
内
線
１
３
０
２
）（
問
い
合
わ

せ
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
後
１
時
～

同
５
時
）　

※
申
込
不
要
で
す
。
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

政
府
主
催 

戦
没
者
慰
霊
巡
拝

〈
趣
旨
〉
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら

れ
た
人
々
を
慰
霊
す
る
た
め
、
遺

族
の
参
加
を
募
り
、
戦
地
を
巡
拝

す
る
も
の
で
す
。　
〈
巡
拝
地
域
〉

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
、
ザ
バ
イ
カ
ル

地
方
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、
沿

海
地
方
（
以
上
、
ソ
連
抑
留
中
死
亡

者
慰
霊
巡
拝
）、
中
国
東
北
地
区
、
硫

黄
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
北
ボ

ル
ネ
オ
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
マ
リ
ア

ナ
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
ー
シ
ャ

ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島　

※
巡
拝

時
期
や
費
用
な
ど
、
詳
し
く
は

社
会
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　
〈
参
加
申
込
に
あ

た
っ
て
の
注
意
点
〉　

対
象
は
原

則
80
歳
以
下
の
人
で
す
。
慰
霊
巡

拝
に
訪
れ
る
地
域
は
、
日
本
と
気

候
風
土
が
異
な
り
、
ま
た
、
観
光

客
が
通
常
訪
れ
な
い
地
域
を
長

時
間
移
動
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
参
加
で
き
る
健
康
状
態
で
あ

る
と
い
う
医
師
の
証
明
が
必
要

で
す
。
政
府
派
遣
団
と
し
て
行
動

す
る
た
め
、
各
々
の
戦
没
場
所
の

慰
霊
は
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉　

社
会
福
祉
課
☎
23-

９
５
９
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

全
国
戦
没
者
追
悼
式
参
列
者

〈
実
施
日
〉
８
月
14
日
㈫
・
同
15

日
㈬　
〈
場
所
〉
日
本
武
道
館
（
東

京
都
千
代
田
区
）　
〈
対
象
〉
原
則

と
し
て
戦
没
者
（
原
爆
、一
般
戦
災

死
没
者
を
含
む
）
の
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
（
原
則
１

柱
１
回
限
り
）
で
、
１
泊
２
日
の

団
体
行
動
が
で
き
る
人　
〈
募
集

人
数
〉
滋
賀
県
内
か
ら
50
人
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
〈
参

加
費
〉
５
千
円
程
度　
〈
申
込
期

限
〉
５
月
31
日
㈭
（
消
印
有
効
）　

〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

健
康
福
祉
政
策
課
（
〒
５
２
０-

８
５
７
７
大
津
市
京
町
４-

１-

１
）

☎
０
７
７-

５
２
８-

３
５
１
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
８-

４
８
５

０
番　

※
は
が
き
に
①
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
、
戦
没
者
と
の
続
柄
、
電
話

番
号
、
②
戦
没
者
の
氏
名
、
本
籍

地
都
道
府
県
名
、
陸
・
海
軍
の
別

を
書
い
て
郵
送

水道週間　６月１日〜同７日
〜さあ今日も 水と元気が 蛇口から〜

大藪浄水場 施設見学会
　皆さんに水道についての理解と関心を深めていた
だくため、６月１日㈮から水道週間として全国でさま
ざまな事業が展開されます。彦根市では、大藪浄水場
の施設見学会を行います。多くの
ご来場をお待ちしています。
日時　６月３日㈰　14：00 ～
場所　大藪浄水場（八坂町）
内容　施設見学、利き水、給水車・パネル等の展示
※雨天の場合、内容を変更する場合があります。
問い合わせ先 大藪浄水場☎ 22-3324、FAX23-

9097、 上下水道総務課☎ 22-8477、FAX24-
4054




